
　

十
二
月
三
日
（
土
）
に
笠
間
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
東
支
部
で
十
二
人

の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

内
五
名
の
方
が
退
任
さ
れ
、
新
た
な

委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
退
任
さ
れ

た
五
名
の
方
々
は
長
い
間
の
活
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
新
任
の
方
々
」

☆
原
店
一
・
二

　
　
　
　
　
　

深
谷
邦
子

　
　
　
　
　
（
退
任
：
須
藤
み
よ
子
）

☆
宿
一
・
二
、
久
保
、
古
山

　
　
　
　
　
　

深
澤
洋
子

　
　
　
　
　
（
退
任
：
松
田
あ
や
子
）

☆
柿
橋
団
地
、
東
ケ
丘

　
　
　
　
　
　

中
山
務

　
　
　
　
　
　
（
退
任
：
志
賀
道
夫
）

☆
柿
橋
西
・
中

　
　
　
　
　
　

武
藤
千
秋

　
　
　
　
　
　
（
退
任
：
藤
田
嘉
昭
）

　
☆
柿
橋
北

　
　
　
　
　
　

山
中
福
一

　
　
　
　
　
　
（
退
任
：
市
毛
英
弘
）

　

十
二
月
六
日
に
友
部
特
別
支
援

学
校
小
学
部
六
年
生
と
の
地
域
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
女
性
部
三
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

手
製
の
カ
ラ
フ
ル
な
歓
迎
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
玄
関
に
迎
え
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
生
徒
達
が
一
生
懸
命

練
習
し
て
き
た
踊
り
を
披
露
し
て

く
れ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
大
変
歓
迎
し
て
く
れ

て
、
ゲ
ー
ム
の
間
中
、
手
を
握
っ

て
離
さ
な
い
子
や
、
帰
り
の
玄
関

で
の
見
送
り
の
と
き
泣
き
出
す
子

も
い
ま
し
た
。

　

二
月
一
日
に
支
部

委
員
等
一
行
四
十
一

名
は
小
美
玉
市
の
お

か
め
納
豆
で
有
名
な

「
タ
カ
ノ
フ
ー
ズ
納

豆
博
物
館
」
と
「
航

空
自
衛
隊
百
里
基

地
」
を
視
察
研
修
し

ま
し
た
。

　

納
豆
博
物
館
で
は

ビ
デ
オ
で
製
造
工
程

を
見
た
後
、
工
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

納
豆
は
豊
富
な
タ

ン
パ
ク
質
他
、
健
康

に
と
っ
て
す
ば
ら
し

い
食
べ
物
で
あ
る
事

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
尚
、
納
豆
は
十
℃
以
上
に
な

る
と
再
発
酵
し
、
害
は
無
い
が
味

が
落
ち
る
た
め
、
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
く
の
が
良
い
と
の
こ
と
。

　

百
里
基
地
は
昭
和
四
十
一
年
に

創
設
さ
れ
、
日
本
の
平
和
を
空

か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

五
十
周
年
記
念
航
空
祭
に
は
約

八
万
四
千
人
が
見
学
に
訪
れ
た
そ

う
で
す
。　

　

配
備
さ
れ
て
い
る
機
種
は
ア
メ

リ
カ
製
の
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機
と

偵
察
機
で
、
四
十
五
、六
年
前
に

開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
エ
ン

ジ
ン
以
外
は
ほ
と
ん
ど
改
良
さ

れ
、
現
在
で
も
十
分
通
用
す
る
と

の
事
で
し
た
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
一
人
を
育
て
る
の
に
は
約
七
年

の
歳
月
と
四
億
円
の
費
用
が
か
か

る
そ
う
で
す
。

　

研
修
で
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。

　

一
月
十
四
日
（
土
）
に
五
平
ク

ラ
ブ
が
主
催
す
る
ワ
ー
ホ
イ
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
夜
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
昨
年
か
ら
日

中
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
三
世
代
約
二
百
人
が
参
加

し
、
盛
大
な
ど
ん
ど
焼
き
に
歓
声

を
上
げ
、
甘
酒
、
豚
汁
、
餅
な
ど

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
十
四
日
（
土
）
に
南
友
部

三
世
代
の
集
い
と
し
て
厄
払
い
の

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
三
世
代
約
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
昔
な
が
ら
の
臼
や
杵
を

使
っ
て
餅
を
つ
き
、
あ
ん
こ
餅
、

き
な
こ
餅
、
納
豆
餅
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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今
井
さ
ん
は
平
成
三
年
、
四
十

年
間
勤
め
た
日
本
電
信
電
話
㈱
柏

支
店
を
定
年
退
職
、
平
成
四
年
に

千
葉
県
柏
市
よ
り
茨
城
の
現
在
地

に
家
を
建
て
転
居
、
平
成
十
年
、

第
二
の
職
場
・
関
東
通
信
興
業
㈱

を
退
い
て
、
そ
の
後
、
区
の
役
員

を
歴
任
し
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
趣
味
に
没
頭
す
る
毎
日

で
す
。
定
年
を
前
に
し
て
好
き
な

盆
栽
の
道
を
極
め
よ
う
と
、
総
合

盆
栽
講
座
を
受
講
、
協
会
員
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に
は
、

日
本
巻イ
ワ

柏ヒ
バ

連
合
会
の
会
員
に
な

り
、
イ
ワ
ヒ
バ
の
培
養
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
イ
ワ
ヒ
バ
の
和
名
の

由
来
は
枝
葉
が
桧
に
似
て
お
り
、

岩
の
上
に
生
え
る
こ
と
か
ら
き
て

お
り
、
別
名
岩
松
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

盆
栽
を
始
め
て
か
ら
約
三
十
年

に
な
り
、
自
宅
庭
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
に
は
園
芸
店
か
ら
の
購
入
や
自

分
で
さ
し
芽
し
て
殖
や
し
培
養
し

た
イ
ワ
ヒ
バ
が
何
と
五
百
鉢
以
上

あ
り
、
所
狭
し
と
置
か
れ
、
残
る

は
踏
み
台
の
置
か
れ
た
通
路
の
み

と
い
っ
た
状
態
で
す
。

　

イ
ワ
ヒ
バ
は
「
葉
を
開
い
た
春

か
ら
夏
、
そ
し
て
秋
へ
と
刻
々
と

移
っ
て
い
く
色
彩
変
化
の
お
も
し

ろ
さ
、
し
か
も
秋
の
紅
葉
も
一
本

一
本
千
差
万
別
」
の
と
こ
ろ
が
魅

力
だ
そ
う
で
す
。

　

今
後
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
は
石
つ
き
寄
せ
植
盆
栽

で
、
展
示
会
出
品
も
視
野
の
内
、

そ
し
て
植
物
を
通
じ
、
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
た
い
と
理
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

痛
風
、
血
圧
の
高
め
で
薬
を
服

用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

心
配
す
る
事
な
く
、
一
日
一
日
を

元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
十
数
人
で
健

康
維
持
の
た
め
練
習
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
趣
味
を
楽
し
み
、
奥
様

と
元
気
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
し
た
。　
（
聞
き
手
・
宍
戸
）

　

一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
社
協

会
館
で
女
性
部
の
新
年
の
集
い
が

開
催
さ
れ
、
女
性
部
員
や
東
支
部

役
員
な
ど
四
十
七
名
が
参
加
し
、

新
年
度
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
し

た
。
昼
食
は
お
弁
当
に
手
作
り
の

豚
汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
の
景
品
は
き
れ
い
な
花

鉢
で
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
鉢
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
に
第
一
回
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
希
望
者

六
十
三
名
に
配
食
し
ま
し
た
。
民

生
委
員
さ
ん
に
も
配
食
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柿
橋
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
話
と
食
事

会
は
十
二
月
四
日
に
社
協
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

八
十
六
名
で
し
た
。
手
作
り
の
料

理
と
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
に
入
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏

の
言
動
に
世
界
中
が
ピ
リ
ピ
リ
し
出

し
、
そ
ん
な
中
で
稀
勢
の
里
の
奉
納

土
俵
入
り
の
姿
は
、県
民
は
元
よ
り
、

日
本
中
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

魅
力
度
四
年
連
続
最
下
位
の
茨

城
は
、
今
“
ア
ツ
い
”
ん
で
す
。

　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
、
畑
岡
奈

紗
、
恩
田
陸
、
次
の
朝
ド
ラ
地
、
ブ

ラ
タ
モ
リ
水
戸
編
、
東
山
魁
夷
展
等

で
す
。
私
達
も
“
ホ
ッ
ト
”
な
紙
面

作
り
に
勤
し
み
ま
す
。　
　
（
内
桶
）

県知事賞を受賞して

　

五
平
ク
ラ
ブ
は
昭

和
五
十
三
年
、
消
防

第
十
二
分
団（
当
時
）

の
団
員
や
団
員
Ｏ
Ｂ

が
「
五
平
野
球
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
発
足
さ

せ
た
が
、
同
年
、
野

球
ば
か
り
で
な
く

「
地
域
内
の
住
民
交

流
の
主
体
と
な
る
。」

等
の
趣
旨
か
ら
「
五

平
ク
ラ
ブ
」
と
改
名

し
、
以
来
四
十
四
年

間
、
活
動
を
続
け
て

い
る
。

　

昭
和
五
十
五
年
に

は
長
い
間
中
断
し

て
い
た
「
盆
踊
り
」

「
ワ
ー
ホ
イ
祭
り
」

を
復
活
さ
せ
、
現
在

ま
で
続
い
て
い
る
。

　

五
平
公
民
館
の
建
設
に
お
い
て

は
、
内
郷
、
飯
田
、
西
内
郷
の
三

区
長
に
要
望
書
を
提
出
し
、
三
区

長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
昭
和

五
十
七
年
の
五
平
公
民
館
の
完
成

に
大
き
く
寄
与
し
た
。

　

さ
ら
に
友
部
東
養
護
学
校
（
当

時
）
の
児
童
達
と
の
定
期
的
な
交

流
な
ど
そ
の
積
極
的
な
活
動
が
認

め
ら
れ
て
、平
成
四
年
度
に
は「
茨

城
県
ば
ら
賞
」
を
受
賞
し
、
そ
の

活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

結
成
以
来
四
十
四
年
、
ク
ラ
ブ

構
成
員
の
高
齢
化
な
ど
で
、
全
盛

期
の
活
発
さ
は
少
々
む
づ
か
し
く

な
っ
て
は
い
る
が
、

・
住
民
交
流
の
母
体
と
な
る
。

・
伝
統
行
事
の
継
承

・
市
の
行
事
へ
の
積
極
参
加

・
友
部
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流

な
ど
、
発
足
時
の
理
念
は
立
派
に

引
継
が
れ
て
い
る
。

　

現
会
長
・
小
澤
文
明
氏
に
よ
れ

ば
、
現
在
会
員
数
は
四
十
三
名
、

一
番
の
問
題
は
会
員
の
高
齢
化

で
、
現
在
、
最
高
齢
は
七
十
歳
と

の
こ
と
。
回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
会
員
を
募
集
し
て
い
る
と
の
こ

と
。

　

ク
ラ
ブ
が
長
続
き
し
て
い
る
要

因
は
年
代
の
縦
の
つ
な
が
り
、
同

年
代
の
横
の
つ
な
が
り
が
組
合
わ

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
感
じ

た
。
ク
ラ
ブ
の
持
続
の
為
に
も
、

二
十
代
、
三
十
代
の
入
会
が
望
ま

れ
る
。　
　
　
　
（
取
材
・
多
田
）

母体となった消防第 12分団

友部東養護学校との交流会（初期の頃）

編
集
あ
と
が
き


